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五
月
二
十
九
日
の
総
会
で
新
役
員
が
承
認
さ
れ

た
。
又
、
諸
般
の
事
情
で
急
遽
お
願
い
し
た
市
川
桃

子
先
生
の
ご
講
演
も
大
盛
況
で
あ
っ
た
事
も
誠
に
喜

ば
し
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

平
成
時
代
の
神
漢
連
は
会
員
数
七
十
八
名
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
約
二
百
三
十
名
と
大
き
く
成
長
し
た

が
、
令
和
時
代
に
は
諸
先
輩
が
築
か
れ
た
こ
の
輝
か

し
い
足
跡
を
引
き
継
ぐ
と
同
時
に
、
新
し
い
考
え

方
・
手
法
を
加
味
し
て
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い

く
事
に
な
る
。

　
「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」は
令
和
に
な
っ
て

も
変
わ
ら
ぬ
神
漢
連

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

が
、
最
近 〝
こ
の
世
の

中
、
楽
し
む
の
で
は
な

く
て
、
中
に
入
っ
て
面

白
が
る
こ
と
よ（
樹
木

希
林
）〞
と
い
う
言
葉

が
目
に
と
ま
っ
た
。

　
「
世
の
中
」を「
漢
詩
」と
置
き
換
え
れ
ば
、
そ
の

ま
ま「
漢
詩
で
遊
ぶ
」の
考
え
方
に
当
て
は
ま
る
。

　

今
年
の
二
月
、
三
月
の
二
回
に
分
け
て
、
サ
ー
ク

ル
の
講
師
を
し
て
い
る
方
々
を
対
象
に
後
藤
淳
一
先

生
に〝
指
導
者
教
育
講
座
〞を
お
願
い
し
た
。与
え
ら

れ
た
詩
題
に
基
づ
い
て
作
詩
し
て
そ
の
添
削
を
受
け

た
事
と
、
あ
ら
か
じ
め
提
示
さ
れ
た
詩
を
各
人
が
添

削
し
、
そ
の
添
削
の
適
正
さ
を
先
生
か
ら
指
導
を
受

け
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
受
講
者
が
一
様
に
感

銘
を
受
け
た
の
は
先
生
が
パ
ソ
コ
ン
で「
捜
韻
」を

ベ
ー
ス
に
講
義
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
関
係
者
の
ご

努
力
で
よ
う
や
く
五
月
末
の
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
神

漢
連
叢
書「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
・
注
釈（
上
）」

の
編
集
過
程
で
も
最
も
頼
り
に
な
っ
た
の
は「
捜
韻
」

等
の
中
国
ネ
ッ
ト
の
情
報
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
ね
合

わ
せ
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
一
つ
の
方
向
性
を
示
唆
し

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
同
じ
観
点
か
ら
、「
神
辞
海

（
パ
ソ
コ
ン
漢
詩
）」の
若
い
人
へ
の
普
及
に
も
期
待

し
た
い
。
二
期
目
を
迎
え
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
流

れ
を
よ
く
見
極
め
つ
つ
、
神
漢
連
の
今
後
の
在
り
方

を
皆
様
方
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　

総
会
開
催
に
あ
た
り
、
窪
寺
啓
先
生
か
ら
左
記
の

玉
韻
を
頂
き
ま
し
た
。
尚
、
総
会
後
の
懇
親
会
で
は

住
田
相
談
役
が
吟
じ
て
出
席
者
に
披
露
し
た
。

　

賀
第
十
四
回
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
總
曾
開
催

臨
海
公
園
花
影
盈　
臨
海
公
園 

花
影
盈
ち

薔
薇
五
彩
郁
芳
淸　
薔
し
ょ
う
薇び

五
彩 

郁
芳
清
し

令
和
初
夏
天
晴
處　
令
和
の
初
夏 

天
晴
る
る
処

堪
喜
逾
堅
鷗
鷺
盟　
喜
ぶ
に
堪
え
た
り 

鷗お
う
鷺ろ

の
盟
逾
い
よ
い
よ堅
き
を 
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連
盟
の
行
事

第
十
四
回
神
漢
連
総
会
開
く
！

事
務
局
長　

高
津
有
二

　

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の
第
十
四
回
神
漢
連
総

会
が
五
月
晴
れ
の
五
月
二
十
九
日
、
午
後
一
時
か
ら

神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
窪
寺
啓

先
生
、
市
川
桃
子
先
生
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
会
員
約

六
十
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
三
村
会
長
か
ら
本
年
度
の
活
動
方
針

と
し
て「
漢
詩
を
学
ぶ
、漢
詩
で
遊
ぶ
」の
連
盟
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
会
員
の
詩
力
向
上
を

図
る
と
と
も
に
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
活

動
も
支
援
し
て
い
く
事
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
事
務
局
か
ら
活
動
報
告
、
今
後
の
活
動

計
画
、
決
算
報
告
、
予
算
計
画（
本
頁
中
段
参
照
）規

約
改
定
案
、
人
事
案（
本
頁
下
段
参
照 

）が
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
の
講
演
会
で
は
市

川
桃
子
先
生
の「
李
白『
白
髪
三
千
丈
』」の
講
演
が

あ
り
、
会
員
以
外
の
一
般
参
加
者
を
含
め
て
総
勢

一
三
〇
名
を
超
え
る
聴
講
者
が
あ
り
ま
し
た
。

（
講
演
内
容
は
、本
紙
四
頁
、五
頁
を
参
照
）

　

ま
た
、発
刊
直
後
の
神
漢
連
叢
書「
七
言
絶
句
こ
こ

か
ら
一
歩（
上
）」の
頒
布
、販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
人
事

☆
理
事

玉
井 

幸
久　

石
川 

省
吾　

古
田 

光
子

岡
田 

泰
男　

横
山 

真
吾　

桜
庭 

慎
吾

☆
執
行
理
事

三
村 

公
二（
会
長
）　

水
城 

ま
ゆ
み（
副
会
長
）

中
島 

龍
一（
副
会
長
）　

高
津 

有
二（
事
務
局
長
）

香
取 

和
之（
事
務
局
次
長
）　

室
橋 

幸
子

川
上 

修
己　

飯
島 

敏
雄　

瀧
川 

智
志

新
井 

治
仁　

大
森 

冽
子　

山
口 

幸
雄

牛
山 

知
彦（
新
任
、九
詩
期
会
）

☆
監
事

松
井 

秀
人　

三
上 

光
敏（
新
任
、金
星
会
）

☆
特
別
相
談
役　

岡
崎 

満
義

☆
相　

談　

役　

住
田 

笛
雄

☆
顧　
　
　

問　

石
川 

忠
久　

窪
寺 

啓

　
　
　
　
　
　

淺
岡 

清
明　

池
上 

一
利

☆
運
営
委
員

家
吉 

幸
二　

犬
飼 

堯　

岩
波 

弘
道

芝 

公
男　

細
江
利
昭　

篠
崎 

吉
之

鈴
木 

正
敏（
新
任
、三
水
七
歩
会
）

安
田 

茂（
新
任
、干
支
会
）

（
参
考
）

☆
竹
林
舎

玉
井 

幸
久　

飯
沼 

一
之　

城
田 

六
郎

古
田 

光
子　

住
田 

笛
雄　

桜
庭 

慎
吾

平
成
三
十
年
度
決
算
・
令
和
元
年
度
予
算

平成 30 年度田原基金決算 令和元年度一般会計予算案 平成 30 年度一般会計決算
区分 費目 繰越金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額
収入 前年度繰越 1,000,000

収入

前年度繰越 228,015

収入

前年度繰越 302,284
支出

七絶編集他 53,425
指導者研修 30,000 年会費 553,400 年会費 503,000

残 次年度繰越 916,575 行事費 555,000 行事費 373,500
令和元年度田原基金予算案 その他 202,200 その他 596,280

区分 費目 金額

支出

経常費 460,000

支出

経常費 766,227

収入
前年度繰越 916,575

行事費 646,000 行事費 506,652
七絶頒布等 525,000

支出 七絶印刷研修等 450,000 その他 286,000 その他 274,170
残 次年度繰越 991,575 残 次年度繰越 146,615 残 次年度繰越 228,015
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第
五
回　

漢
詩
鑑
賞
Ⅴ
、卒
業
詩
の
講
評

　

以
上
の
五
回
の
漢
詩
鑑
賞
は
神
漢
連
の
役
員
に
よ

る
各
自
の
感
動
の
詩
、
特
に
唐
・
宋
の
詩
の
紹
介
と

解
説
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
は「
詩
語
・
完
備 

だ
れ
に

で
も
で
き
る
漢
詩
の
作
り
か
た
」呂
山
太
刀
掛
重
雄

著
を
用
い
て
い
る
。 

（
川
上　

修
己
）

入
門
講
座
を
終
え
て

十
三
期　

竹
村
文
夫

　
「
初
心
者
入
門
講
座
」全
五
回
の
講
義
は
、
各
先
生

大
変
わ
か
り
易
い
説
明
で
あ
り
、
後
は「
自
分
で
詩

作
し
て
み
る
し
か
な
い
」。
焦
ら
ず
、
楽
し
み
な
が

ら
、
毎
回
詩
作
の
コ
ツ
を
先
生
、
そ
し
て
仲
間
か
ら

互
い
に
吸
収
し
合
っ
て
、向
上
し
て
い
き
た
い
。

　

私
は
湯
島
聖
堂
の
住
田
先
生
の
詩
吟
講
座
に
入
会

し
、
そ
こ
で
神
漢
連
の
初
心
者
講
座
が
あ
る
こ
と
を

知
り
、
大
宮
か
ら
参
加
致
し
ま
し
た
。
今
年
後
期
高

齢
者
と
な
り
、
令
和
の
新
時
代
チ
ャ
レ
ン
ジ
項
目
と

し
て
選
択
し
ま
し
た
。
今
ま
で
私
に
と
っ
て
、
漢
詩

と
は
中
国
及
び
日
本
の
歴
史
上
の
人
物
の
詩
で
あ

り
、読
み
、書
き
、吟
じ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
二
〜
三
人
毎
の
個
別
ご
指
導
に
よ

り
、
愚
作
で
す
が
漢
詩
ら
し
き
も
の
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
に
と
っ
て
は
漢
詩
を
作
る
こ
と
な
ど
、
不

可
能
で
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

が
何
と
、
奇
跡
、
急
に
自
分
も
歴
史
上
の
漢
詩
人
に

な
っ
た
よ
う
な
錯
覚
を
憶
え
ま
し
た
。

　

孜
々
晩
学
の
十
三
期
仲
間
で
は
、
互
い
に
漢
詩
で

余
生
を
楽
し
み
た
い
。
先
生
・
先
輩
の
皆
さ
ん
の
ご

指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

十
三
期
初
心
者
入
門
講
座
と

　

受
講
者
の
声

　

恒
例
の
漢
詩
鑑
賞
と
実
作
の
入
門
講
座
が
今
年
も

四
月
十
六
日（
火
）を
初
回
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
二
十
四
名
。
参
加
者
は
既
会
員
の
紹

介
が
多
く
、
新
聞
、
Ｈ
Ｐ
に
も
よ
っ
て
い
る
。
こ
の

講
座
に
興
味

を
示
し
て
く

れ
る
方
々
は

い
つ
も
同
じ

よ
う
に
中
高

年
者
で
あ
る
。

尚
、
神
漢
連

の
会
員
数
を

増
や
そ
う
と

す
る
試
み
の

一
環
で
あ
り
、

こ
れ
に
は
既

会
員
皆
さ
ん

の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。

　

全
五
回
の
講
座
内
容
を
記
し
、
次
年
度
の
参
加
者

に
期
待
し
た
い
。

第
一
回　

漢
詩
鑑
賞
Ⅰ
、
漢
詩
概
論
と
七
言
絶
句
の

規
則

第
二
回　

漢
詩
鑑
賞
Ⅱ
、
漢
詩
の
規
則
と
作
詩
の
指

導

第
三
回　

漢
詩
鑑
賞
Ⅲ
、七
言
絶
句
の
指
導

第
四
回　

漢
詩
鑑
賞
Ⅳ
、卒
業
詩
の
作
詩
指
導

指
導
者
養
成
講
座
開
か
る

　

県
連
と
し
て
詩
力
の
向
上
、
及
び
漢
詩
の
作
り
方

を
指
導
す
る
人
材
を
増
や
す
た
め
に
、
指
導
者
養
成

講
座
を
二
日
に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た（
二
月
十
七

日
、三
月
十
七
日
）。講
師
は
二
松
学
舎
大
学
の
後
藤

淳
一
先
生
、
受
講
者
は
神
漢
連
三
村
会
長
以
下
十
一

名
。

　

講
座
内
容
は
、
各
生
徒
が
作
成
し
た
課
題
詩
に
つ

い
て
、
互
評
と
先
生
の
講
評
を
受
け
、
さ
ら
に
漢
詩

の
添
削
の
仕
方
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
質
疑
応
答

が
多
く
あ
り
、
的
確
で
斬
新
な
回
答
で
活
発
な
授
業

と
な
り
、か
つ
有
意
義
な
講
座
で
し
た
。

　

先
生
の
主
な
指
導
事
項
と
し
て
は
、
ま
ず
作
詩
に

お
け
る
起
承
転
結
の
構
成
に
お
い
て
、
結
句
の
下
三

字
に
向
か
っ
て
収
束
す
る
よ
う
に
、
前
の
三
句
を
誘

導
し
て
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
る
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り

も
独
り
よ
が
り
で
は
な
く
、
詩
の
言
わ
ん
と
す
る
内

容
が
読
者
に
と
っ
て
、
小
さ
な
感
動
と
か
面
白
さ
を

感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。
そ
う
い
う
も
の

が
詩
で
あ
り
ま
す
。説
明
や
報
告
で
は
駄
目
で
す
。

　

つ
ぎ
に
、
当
て
は
め
る
詩
語
は
雅
と
品
が
あ
る
上

に
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
言
葉
を
選
ぶ
こ
と
で
あ

る
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
作
詩
に
役
立
て
る
た
め「
捜

韻
」を
駆
使
し
た
用
例
の
検
索
方
法
を
指
導
さ
れ
た

こ
と
は
お
お
い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。（中

島
龍
一
）

講師の話に熱心に聞き入る13期生講師の話に熱心に聞き入る13期生
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李
白「
白
髪
三
千
丈
」

―
市
川
桃
子
先
生
講
演
会
―

百
三
十
名
を
超
え
る
聴
衆
を
魅
了
！

（
令
和
元
年
五
月
二
十
九
日
神
漢
連
総
会
後
）

　

五
月
二
十
九
日
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
お
い
て

漢
詩
講
演
会
が
催
さ
れ
、
神
漢
連
の
会
員
お
よ
び
一

般
の
人
を
対
象
に
百
三
十
名
以
上
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
川
桃
子
先
生
は
李
白
の
詩
を
読
み
解

い
て
、
李
白
の
誇
張
し
た
数
字
表
現
に
つ
い
て
の
解

説
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
白
髪
三
千
丈
」の
表
現
に
つ
い
て
、
秋
浦
歌
十
七

首
と
も
う
一
首
か
ら
、
李
白
の
心
の
内
を
先
生
が
独

自
に
想
像
し
て
み
た
も
の
で
す
。

　

秋
浦
歌
十
七
首　

其
十
五

白
髮
三
千
丈　
白
髮
三
千
丈

緣
愁
似
箇
長　
愁
い
に
緣よ

り
て
箇か

く
の
似ご
と
く
長
し

不
知
明
鏡
裏　
知
ら
ず 

明め
い
鏡き
ょ
うの
裏う
ち

何
處
得
秋
霜　
何
れ
の
処
か　

秋
し
ゅ
う
霜そ
う
を
得
た
る

【
訳
】白
髮
が
な
ん
と
三
千
丈
、
愁
い
の
た
め
に
こ
の
よ
う

に
長
く
な
っ
た
。明
る
い
鏡
の
中
の
自
分
を
見
て
も
、い
っ

た
い
ど
こ
か
ら
秋
の
霜
が
こ
ん
な
に
頭
に
降
っ
て
き
た
の

か
分
か
ら
な
い
。

　

こ
の
作
品
が
書
か

れ
た
時
は
、
七
五
四

年
、
李
白
五
十
四
歳

の
こ
ろ
と
言
わ
れ
て

い
る
。
秋
浦
県
は
、

長
江
の
近
く
の
池
州

（（
今
の
安
徽
省
池
州
）に
あ
り
、
秋
浦
水
と
い
う
川

が
流
れ
て
い
る
。

　

同
じ
こ
ろ
同
じ
場
所
で
詠
わ
れ
た
つ
ぎ
の
詩
は
秋

浦
と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
か
を
詠
っ
て
い
る
。

　

秋
浦
歌
十
七
首　

其
一

秋
浦
長
似
秋　
秋
し
ゅ
う
浦ほ

長と
こ
しえ
に
秋
に
似
た
り

蕭
條
使
人
愁　
蕭
し
ょ
う
條じ
ょ
うと
し
て
人
を
し
て
愁
え
し
む

客
愁
不
可
度　
客
愁 

度は
か
る
可べ

か
ら
ず

行
上
東
大
樓　
行
き
て
上
る 

東
の
大
楼

正
西
望
長
安　
正
に
西
に
長
安
を
望
む

下
見
江
水
流　
下
に
見
る 

江
水
の
流
れ

寄
言
向
江
水　
言
を
寄
せ
て
江
水
に
向
か
う

汝
意
憶
儂
不　
汝な
ん
じの
意 

儂わ
れ
を
憶
う
や
不い
な
や

遙
傳
一
掬
淚　
遥
か
に
伝
う 

一い
っ
掬き
く
の
涙

爲
我
達
揚
州　
我
が
為
に
揚
州
に
達
せ
ん

【
訳
】秋
浦
の
地
は
、
そ
の
名
の
よ
う
に
、
い
つ
も
秋
の
よ

う
だ
。寂
し
い
光
景
が
人
を
悲
し
ま
せ
る
。旅
の
愁
い
は
、

は
か
り
し
れ
な
い
ほ
ど
で
、
そ
こ
で
東
の
大
楼
山
に
登
っ

て
み
た
。
真
西
に
あ
る
長
安
の
方
角
を
眺
め
、
下
を
見
れ

ば
河
の
水
が
流
れ
て
い
く
。
河
の
水
に
話
し
か
け
て
み

る
、「
お
前
は
私
を
気
遣
っ
て
く
れ
る
か
い
？　

遥
か
遠

く
に
、
ひ
と
す
く
い
の
涙
を
送
る
か
ら　

私
の
た
め
に
、

揚
州
ま
で
届
け
て
く
れ
な
い
か
。」

　

そ
し
て
右
の
詩
は
曾か
つ

て
、
玄
宗
皇
帝
に
仕
え
た
長

安
を
思
い
、家
族
の
い
る
揚
州
を
思
っ
て
い
る
。

　

秋
浦
歌
其
十
二
で
は
、
秋
浦
の
湖
面
は
平
ら
か

で
、
月
の
光
を
幸
い
に
花
見
の
酒
舟
と
し
よ
う
、
と

詠
う
。

　

其
十
一
で
船
か
ら
見
え
る
景
色
、
両
岸
の
絶
壁
と

急
流
を
、
其
九
で
、
絶
壁
に
自
分
の
詩
を
書
い
て
お

け
ば
百
年
千
年
後
に
刻
字
の
う
え
に
美
し
い
苔
が
生

じ
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
其
八
で
、
岩
は
空
に
の
し
か

か
り
、
木
の
枝
が
川
の
水
を
か
す
め
て
い
る
、
と
し

て
い
る
。
其
三
で
、
こ
こ
に
は
世
に
も
珍
し
い
美
し

い
鳥
が
す
ん
で
お
り
、
雉
は
自
分
の
姿
が
水
に
映
る

こ
と
を
羞
じ
る
と
詠
う
。
ま
た
其
五
で
、
白
い
猿
が

月
下
で
親
子
で
水
を
飲
ん
で
い
る
と
し
、其
十
三
で
、

人
々
の
生
活
を
紹
介
し
若
い
男
が
菱
を
摘
む
女
の
歌

を
聴
く
と
し
、
其
十
四
で
、
鉱
山
で
銀
や
銅
を
溶
か

す
溶
鉱
炉
の
火
が
夜
も
赤
々
と
照
り
、
顔
を
ほ
て
ら

せ
た
若
者
が
詠
う
歌
が
川
に
響
き
わ
た
る
。
其
十
六

で
は
、
魚
を
取
る
漁
師
と
網
で
鳥
を
生
け
捕
り
に
し

よ
う
と
す
る
妻
子
の
こ
と
を
、
其
十
七
で
、
雲
の
中

に
あ
る
山
寺
か
ら
朗
々
と
僧
の
声
が
聞
こ
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
李
白
が
秋
浦
の
風
景
を
詠
っ
て
い
る

こ
と
を
理
解
し
て
か
ら
、
其
十
五
に
冒
頭
の「
白
髪

三
千
丈
」の
五
言
詩
を
読
み
返
し
て
み
る
。

　

こ
の
詩
の
三
句
に「
明
鏡
」と
あ
り
こ
の
解
釈
は

今
ま
で
の
詩
を
考
慮
す
る
と
当
然
、
水
鏡
つ
ま
り
川

や
湖
の
水
に
照
す
鏡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

同
じ
こ
ろ
の
詩
に
も
明
鏡
が
あ
る
。

　
「
淸
溪
行
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

李
白

淸
溪
淸
我
心　
清
溪 

我
が
心
を
清
く
す

水
色
異
諸
水　
水
色 

諸し
ょ
水す
い
に
異
な
る

借
問
新
安
江　
借し
ゃ
問も
ん
す 

新
安
江

見
底
何
如
此　
底そ
こ
を
見
れ
ば
何
ぞ
此か
く
の
如
し

人
行
明
鏡
中　
人
は
行
く 

明め
い
鏡き
ょ
うの
中な
か

市川桃子先生市川桃子先生
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鳥
度
屏
風
裏　
鳥
は
度わ
た
る
屏
び
ょ
う
風ぶ

の
裏う
ち

向
晚
猩
猩
啼　
晩
に
向
か
い
て
猩
し
ょ
う
猩じ
ょ
う啼
き

空
悲
遠
遊
子　
空
し
く
遠
遊ゆ
う
子し

悲
し
ま
し
む

【
訳
】清
溪
の
清
ら
か
な
水
は
私
の
心
も
清
く
す
る
。
水
の

色
は
ほ
か
の
ど
の
川
の
水
と
も
異
な
る
。
清
ら
か
さ
で
名

高
い
新
安
江
で
も
、
底
を
の
ぞ
き
込
め
ば
、
こ
の
よ
う
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
人
は
明
る
い
鏡
の
中
を
歩
い
て
い
く
。

鳥
は
そ
び
え
る
山
々
の
屏
風
の
間
を
飛
ん
で
行
く
。
暮
れ

に
猩
猩
が
啼
い
て
、
遠
く
旅
に
出
た
者
は
悲
し
く
な
っ
て

く
る
。

　

つ
ま
り
、
其
十
五
の「
不
知
明
鏡
裏
」の
明
鏡
は
、

水
鏡
で
あ
る
。
李
白
は
澄
ん
だ
水
に
我
が
身
を
見
た

の
で
あ
る
。

　

第
二
句
の「
緣
愁
似
箇
長
」、
こ
の
愁
い
が
ど
う
い

う
こ
と
か
は
、次
の
詩
か
ら
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

秋
浦
歌　

其
二

秋
浦
猿
夜
愁　
秋
し
ゅ
う
浦ほ 

猿 

夜
に
愁
う

黄
山
堪
白
頭　
黄こ
う
山ざ
ん 

白
頭
に
堪
え
た
り

青
溪
非
隴
水　
青
溪 

隴ろ
う
水す
い
に
非あ
ら
ざ
れ
ど
も

翻
作
斷
腸
流　
翻か
え
っ
て
断
腸
の
流
れ
と
作な

る

欲
去
不
得
去　
去
ら
ん
と
欲
し
て 

去
る
を
得
ず

薄
遊
成
久
遊　
薄は
く
遊ゆ
う 

久
き
ゅ
う
遊ゆ
う
と
成
る

何
年
是
歸
日　
何
れ
の
年
か
是
れ
帰
る
日

雨
淚
下
孤
舟　
涙
雨ふ

り
て 

孤
舟
に
下
る

【
訳
】秋
浦
で
は
夜
に
な
る
と
猿
が
悲
し
い
声
を
あ
げ
、
黄

山
を
見
上
げ
れ
ば
、
人
は
白
髪
に
な
り
そ
う
だ
。
青
溪
は 

悲
し
み
の
音
を
立
て
る
と
い
う
隴
水
で
は
な
い
け
れ
ど
、

や
は
り
断
腸
の
音
を
立
て
て
流
れ
て
い
く
。
去
ろ
う
と
す

る
の
に
、
い
つ
ま
で
も
こ
こ
か
ら
去
る
こ
と
が
で
き
ず
、

少
し
の
間
の
旅
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
ず
い
ぶ
ん
長
く
旅

を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

い
つ
に
な
っ
た
ら
帰
る
日

が
来
る
の
だ
ろ
う
か
。 

涙
が
降
り
そ
そ
ぎ
、
一
人
ゆ
く

小
舟
に
落
ち
る
。

　

李
白
は
突
然
の
老
い
の
自
覚
を
し
て
詠
っ
て
い
る
。

　

秋
浦
歌　

其
四

兩
鬢
入
秋
浦　
両
り
ょ
う
鬢び
ん　

秋
浦
に
入い

り

一
朝
颯
已
衰　
一
朝 

颯さ
つ
と
し
て
已す
で
に
衰お
と
ろう

猿
聲
催
白
髮　
猿
声 

白
髮
を
催
し

長
短
盡
成
絲　
長
短 

尽
こ
と
ご
とく
糸
と
成
る

【
訳
】秋
浦
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
、
鬢
の
毛（
顔
の
両
横

の
髪
）は
あ
る
朝 

い
っ
ぺ
ん
に
乱
れ
て
細
く
な
っ
た
。
猿

の
悲
し
い
鳴
き
声
が 

い
っ
そ
う
髪
を
白
く
し
長
い
の
も

短
い
の
も 

す
べ
て
絹
糸
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
た
李
白
は
五
十
四
歳
に
な
っ
て
、
功
績
も
無

く
、位
も
無
い
自
分
を
悲
し
む
。

　

秋
浦
歌　

其
七

醉
上
山
公
馬　
酔
い
て
山さ
ん
公こ
う
の
馬
に
上
り

寒
歌
甯
戚
牛　
寒
く
し
て
甯ね
い
戚せ
き
の
牛
を
歌
う

空
吟
白
石
爛　
空
し
く　

白
石
の
爛ら
ん
た
る
を
吟
ず
れ
ば

淚
滿
黑
貂
裘　
黒こ
く
貂ち
ょ
うの
裘
か
わ
ご
ろ
もに
涙
満
つ

【
訳
】酔
っ
ぱ
ら
っ
て
山
公
の
よ
う
に
頭
巾
を
さ
か
さ
に

か
ぶ
っ
て
馬
に
上
り
、
寒
い
と
き
に
は
甯
戚
の
よ
う
に
牛

の
角
を
た
た
い
て
歌
う
。
し
か
し「
白
い
石
が
光
っ
て
い

る
」と
甯
戚
の
よ
う
に
歌
っ
て
も
、
ど
う
に
も
な
ら
ず
黒

貂
の
上
着
は
涙
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。

　

そ
し
て
美
し
い
風
景
に
潜
む
孤
独
を
詠
っ
て
い
る
。

　

秋
浦
歌　

其
十

千
千
石
楠
樹　
千
千 

石せ
き
楠な
ん
の
樹

萬
萬
女
貞
林　
万
万 

女じ
ょ
貞て
い
の
林

山
山
白
鷺
滿　
山
山 

白は
く
鷺ろ

満
ち

澗
澗
白
猿
吟　
澗か
ん
澗か
ん 

白
猿
吟
ず

君
莫
向
秋
浦　
君 

秋
浦
に
向
か
う
莫な
か
れ

猿
聲
碎
客
心　
猿
声 

客
心
砕
く

【
訳
】幾
千
も
の
石
し
ゃ
く

楠や
く

の
樹
、
幾
万
も
の
女と
う

貞ね
ず
み
も
ち
の
林
。
ど
の

山
に
も
白
鷺
が
群
を
な
し
て
お
り
、
ど
の
谷
川
で
も
白
猿

が
う
た
う
。
君　

秋
浦
に
行
っ
て
は
い
け
な
い
。
行
け
ば

猿
の
声
が
旅
人
の
心
を
砕
く
だ
ろ
う
。

　

結
局
、
こ
の
有
名
な「
白
髪
三
千
丈
」で
李
白
は
、

何
を
言
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
唐
代
で
は
、
一

丈
は
約
三
㍍
。
三
千
丈
な
ら
ば
九
㌔
㍍
。
李
白
は
、

な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
誇
張
表
現
を
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
感
情
を
数
字
で
表
す
こ
と
は
、「
贈
汪
倫
」の
詩

で
、深
さ
千
尺
と
言
っ
て
い
る
の
と
似
て
い
る
。

　
「
白
髮
三
千
丈
」の
意
味
は
以
下
の
気
持
ち
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。底
ま
で
澄
ん
だ
美
し
い
秋
浦
の
水
。

長
い
船
旅
の
途
中
に
、
う
つ
む
い
て
水
を
眺
め
て
い

た
李
白
は
、そ
こ
に
、思
い
が
け
な
い
白
髪
を
見
た
。

　

い
つ
、
自
分
か
ら
こ
れ
ほ
ど
に
時
が
失
わ
れ
た
の

だ
ろ
う
。
い
ぶ
か
し
い
。
川
の
流
れ
て
い
く
方
向
を

眺
め
る
と
、
白
髪
も
共
に
流
れ
て
い
く
よ
う
に
な
び

い
て
い
る
。
李
白
の
愁
い
は
、
白
髪
と
と
も
に
流
れ

て
い
く
。
川
の
流
れ
は
、
三
千
丈
。
そ
の
九
㌔
ほ
ど

も
、愁
い
は
大
き
い
の
で
あ
っ
た
。 

（
中
島
龍
一
）
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三
水
七
歩
会
の
発
足
―
二
期
と
七
期
合
流

三
水
七
歩
会　

中
島
龍
一

　

今
年
の
一
月
に
、
三
水
会
と
七
歩
会
が
合
併
し
て

新
し
い
サ
ー
ク
ル
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

講
師
は
古
田
光
子
先
生
で
す
。
以
前
か
ら
両
サ
ー
ク

ル
と
も
に
メ
ン
バ
ー
は
十
五
名
ほ
ど
で
し
た
が
、
加

齢
に
よ
る
健
康
障
害
な
ど
に
よ
り
、
最
近
は
出
席
者

が
半
減
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
折
に
七
歩
会

が
、
各
種
事
情
で
休
会
状
態
に
陥
っ
た
た
め
今
回
の

サ
ー
ク
ル
合
併
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
催
曜
日
、
場
所
を
調
整
の
上
、
三
水
会
八
名
、

七
歩
会
四
名（
二
名
は
療
養
中
）で
新
し
く
勉
強
会

を
始
め
て
い
ま
す
。
同
期
会
と
し
て
の
慣
れ
た
雰
囲

気
は
一
時
的
に
無
く

な
り
ま
す
が
、
毎
回
講

師
以
下
新
し
い
話
題

も
増
え
て
勉
強
会
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

尚
、
こ
の
様
な
傾
向

は
各
サ
ー
ク
ル
に
お

い
て
今
後
進
行
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

岳
精
会
・
千
代
田
岳
精
会
合
同
勉
強
会

岳
精
会
漢
詩
研
究
部　

家
吉
幸
二

　

サ
ー
ク
ル
の
横
断
的
活
動
と
相
互
の
交
流
、
勉
強

会
に
よ
り
詩
作
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
共
に
感
性
を
磨

く
と
い
う
こ
と
を
目
的
に
合
同
勉
強
会
を
行
っ
た
。

　

四
月
十
日
、
岳
精
流
総
本
部
に
千
代
田
会
員
九

名
、
岳
精
会
八
名
が
一
堂
に
会
し
、
日
頃
指
導
を
頂

い
て
い
る
四
名
の
先
生（
三
村
、桜
庭
、城
田
、香
取
）

を
招
い
て
詩
作
を
持
ち
寄
り
、
先
生
に
よ
る
批
正

を
踏
ま
え
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で
討
論
し

た
。尚
、岳
精
会
は
兼
題「
晩
春
閑
適
」に
よ
る
詩
作
、

千
代
田
岳
精
会
は
自
由
題
の
詩
作
だ
っ
た
。

　

始
め
の
う
ち
は
意
見
も
控
え
め
だ
っ
た
が
、
次
第

に
活
発
に
な
り〝
詩
題
と
詩
文
が
合
わ
な
い
〞〝
起
句

と
結
句
が
重
複
〞の
指
摘
や〝
漢
語
と
和
語
、旧
字
な

ど
辞
書
で
必
ず
確
認
す
る
こ
と
〞等
の
指
導
が
続
い

た
。
勉
強
会
の
後
は
、
弁
当
と
ビ
ー
ル
で
懇
親
会
を

開
き
、
自
詠
自
吟
の
時
が
訪
れ
る
と
、
喉
も
滑
ら
か

に
な
り
交
互
に
十
名
が
朗
々
と
披
露
し
た
。

　

合
同
勉
強
会
は

指
導
の
先
生
方
か

ら
も
参
加
者
か
ら

も
好
評
で
、
今
後

年
一
回
程
度
企
画

し
て
、
漢
詩
づ
く

り
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
と
会
員
の
交
流

を
目
指
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

奇
数
月
サ
ー
ク
ル
組
の
第
一
回
交
流
会

―
私
達
は
な
ぜ
漢
詩
と
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
―

九
詩
期
会　

山
口
幸
雄

　

六
月
十
三
日
、
神
奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室

で
、
こ
れ
ま
で
の
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
に
代
わ
る
交

流
会
を
模
索
す
る
試
み
と
し
て
、「
漢
詩
と
私
―
わ

た
し
た
ち
は
な
ぜ
漢
詩
と
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。

　

参
加
サ
ー
ク
ル
は
、
奇
数
月
が
例
会
の
三
水
・
七

歩
会（
二
・
七
期
）、
以
文
会(

六
期)

、
八
起
会（
八

期
）、九
詩
期
会（
九
期
）、十
期
会（
十
期
）、干
支
会

（
十
二
期
）の
六
団
体
で
、計
二
十
二
人
が
出
席
。

　

最
初
の
中
島
龍
一
副
会
長
の「
作
詩
は
構
想
か
ら
」

と
い
う
講
演
は
、
歌
謡
曲
で
も
な
ん
で
も
優
れ
た
も

の
は
参
考
に
し
て
漢
詩
を
作
れ
と
い
う
、
ご
自
分
の

経
験
に
基
づ
く
話
。民
謡
の「
長
持
唄
」や
山
下
達
郎

の「
ク
リ
ス
マ
ス
・
イ
ブ
」を
漢
詩
に
し
た
実
例
を

挙
げ
て
の
話
に
は
一
同
感
じ
入
っ
た
。

　

そ
の
後
の
懇
談
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
漢
詩
を
は

じ
め
た
い
き
さ
つ

や
好
き
な
漢
詩
、

各
サ
ー
ク
ル
の
状

況
な
ど
を
語
り

合
っ
た
。
懇
親
会

で
は
さ
ら
に
親
交

を
深
め
、「
ま
た
次

回
を
」
と
言
う
声

も
聞
か
れ
る
盛
況

だ
っ
た
。

会
員
の
活
動

三水七歩会の講師と会員三水七歩会の講師と会員

合同勉強会後の懇親会合同勉強会後の懇親会

熱心に聴き入る会員熱心に聴き入る会員
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第
四
回「
自
詠
自
書
展
」開
催

　

― 

交
流
の
輪
一
段
と
広
が
る 

―

　

今
年
も
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
員
有
志
に
よ
る

「
自
詠
自
書
展
」が
、
年
次
総
会
に
合
わ
せ
て
五
月

二
十
五
日（
土
）か
ら
五
月
三
十
日（
木
）ま
で
、
大

佛
次
郎
記
念
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
同
様

二
十
一
点
の
展
示
作
品
を
、
東
京
都
漢
詩
連
盟
の
窪

寺
会
長
を
始
め
、
多
く
の
皆
様
に
ご
高
覧
頂
き
、
盛

会
裡
に
終
了
致
し
ま
し
た
。
幹
事
一
同
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
石
川
忠
久
先
生
を
筆
頭
に
多

く
の
先
生
方
の
漢
詩
と
書
を
、
地
元
横
浜
で
鑑
賞
す

る
機
会
を
持
て
た
こ
と
は
最
大
の
喜
び
で
し
た
。

　

幹
事
の
皆
様
は
ご
高
齢
の
方
が
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ

に
家
庭
の
事
情
な
ど
を
抱
え
た
な
か
で
も
、
自
分
の

持
ち
場
に
責
任
を
も
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
今
回
の
盛
会
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
賜
物
と
深

く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

漢
詩
も
書
も
吟
も
、
自
分
の
想
い
を
言
葉
に
乗
せ

て
表
現
す
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
り
、
各
分
野
の
表
現

者
が
一
体
と
な
れ
ば
、
お

互
い
に
さ
ら
に
大
き
な
力

を
発
揮
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
今
は
小
さ
な
力
で
も
、

四
回
の
経
験
を
も
と
に
、

神
漢
連
の
皆
様
と
と
も
に

さ
ら
に
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
上
田
尤
子
）

神
辞
会
グ
ル
ー
プ
の
活
動　

好
文
会　

瀧
川
智
志

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
漢
詩
を
楽
し
む

会
と
し
て
、
一
昨
年
有
志
に
よ
り
活
動
を
開
始
し
た

「
Ｐ
Ｃ
漢
詩
グ
ル
ー
プ
」で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

の
漢
詩
関
連
の
情
報
収
集
と
情
報
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
今
や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
漢
詩
・
漢
文

情
報
が
満
ち
溢
れ
、
日
々
進
化
し
、
ス
マ
ホ
に
よ
っ

て
気
軽
に
情
報
が
引
き
出
せ
る
時
代
で
あ
る
こ
と
を

再
認
識
し
ま
し
た
。

　

そ
の
一
年
間
の
活
動
の
成
果
を
踏
ま
え
、
昨
年
九

月
グ
ル
ー
プ
名
を「
神
辞
会
」に
一
新
し
、水
城
会
長

の
も
と
に
体
制
の
整
備
を
行
い
、
神
漢
連
の
一
組
織

と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
情
報
取

集
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に
パ
ソ
コ
ン
・
ス

マ
ホ
を
活
用
し
て
漢
詩
作
法
を
取
り
組
み
や
す
い
も

の
と
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
開
発
を
開
始
し
ま
し

た
。

　

現
在
、
作
詩
に
使
用
す
る
初
心
者
向
け
の
詩
語
検

索
ツ
ー
ル
、
及
び
、
作
品
の
推
敲
、
平
仄
チ
ェ
ッ
ク

の
た
め
の
七
言
絶
句
推
敲
ツ
ー
ル
の
試
作
中
で
す
。

検
索
や
規
則
に
基
づ
く
評
価
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

得
意
と
す
る
領
域
で
あ
り
、
作
詩
の
助
け
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
日
頃
の
漢
詩
実
作
で
試
し
つ

つ
改
良
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

尚
、「
神
辞
会
」は
神
漢
連
の
詩
語
の
会
を
意
味
し
、

そ
の
ツ
ー
ル
類
を「
神
辞
海
」と
名
付
け
て
い
ま
す
。

漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ
新
た
に
ス
タ
ー
ト

詩
游
会　

川
上
修
己

　

こ
の
漢
詩
鑑
賞
会
Ｂ
は
長
ら
く「
訳
註 

聯
珠
詩

格
」柏
木
如
亭
著
・
揖
斐
高
校
注（
岩
波
文
庫
）を
テ

キ
ス
ト
と
し
て
漢
詩
鑑
賞
と
七
言
絶
句
の
作
詩
の
勉

強
を
行
っ
て
き
た
が
、
四
月
の
会
に
て
こ
の
テ
キ
ス

ト
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、テ
キ
ス
ト
を「
中
国
名
詩
集
」井
波
律
子

著（
岩
波
現
代
文
庫
）に
変
え
て
再
出
発
し
ま
し
た
。

鑑
賞
会
の
内
容
は
、
テ
キ
ス
ト
の
名
詩
を
毎
回
七
首

程
度
輪
読
・
鑑
賞
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
こ
れ
ら
の

詩
に
各
自
が
次
韻
し
た
詩
を
参
加
者
で
検
討
し
、
さ

ら
に
指
導
者
が
講
評
す
る
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

初
回
鑑
賞
詩
と
参
加
者
に
よ
る
次
韻
の
一
例
を
記

し
ま
す
。

　

江
南
春　
　
　
　
　

江
南
の
春 

杜
牧

千
里
鶯
鳴
綠
映
紅　
千
里 

鶯
鳴
い
て
緑
紅
に
映
ず

水
村
山
郭
酒
旗
風　
水
村
山
郭 

酒
旗
の
風

南
朝
四
百
八
十
寺　
南
朝 

四
百
八
十
寺

多
少
樓
臺
煙
雨
中　
多
少
楼
台 

煙
雨
の
中

　　

次
韻
江
南
春　
　
　

江
南
春
に
次
韻
す

東
郊
千
里
夕
陽
紅　
東
郊
千
里 

夕
陽
紅
な
り

櫻
朶
搖
搖
料
峭
風　
桜
朶
搖
々 

料
峭
の
風

圓
坐
花
陰
樽
味
足　
円
坐
す
花
陰 

樽
味
足
る

落
葩
一
片
酒
觴
中　
落
葩
一
片 

酒
觴
の
中

　

現
在
参
加
者
は
十
三
名
程
で
す
が
更
に
多
く
の
参

加
者
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

窪寺先生ご高覧窪寺先生ご高覧
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忽
開
忽
落
客
須
追　
忽
ち
開
き
忽
ち
落
つ 

客
須
く
追
う
べ
し 

池
上

櫻
花
舞
落
濃
掃
眉　
桜
花
舞
い
落
ち 

濃
や
か
に
眉
を
掃
く 

横
溝

奇
妙
清
酒
盛
名
馳　
奇
妙
の
清
酒 

盛
名
馳
せ
る 

山
口

八
種
酒
法
學
先
師　
八
種
の
酒
法 

先
師
に
学
ぶ 

川
上

櫻
花
陶
然
酒
與
詩　
桜
花
陶
然 

酒
と
詩
と 

平
賀

足
柄
佳
醸
傾
酒
卮　
足
柄
の
佳
醸 

酒
卮
を
傾
く 

俣
野

酌
酒
交
歓
櫻
花
姫　
酒
を
酌
み
交
歓
す 

桜
花
の
姫 

鈴
木

詩
飮
微
醺
自
相
宜　
詩
飮
微
醺 

自
ら 

相
宜
し 

新
井

宴

方
願
泛
觴
池　
宴

方
に
願
う 

池
に
泛
觴
せ
ん
こ
と
を 

香
取

低
吟
微
酔
遶
村
娯　
低
吟
微
酔 

村
を
遶
り
て
娯
む 

大
森

土
産
珍
羞
共
酒
持　
土
産
の
珍ち
ん
羞し
ゅ
う

 

酒
と
共
に
持
す 

横
溝

（
詩
游
会　

川
上
・
新
井
）

酒
匂
川「
治
水
神
禹
王
碑
」「
瀬
戸
酒
造
」

　
「
瀬
戸
屋
敷
」吟
行
会  

　

詩
游
会
で
は
毎
年
漢
詩
史
跡
へ
の
吟
行
会
を
実
施

し
て
お
り
、一
泊
旅
行
も
含
め
、鑑
賞
、実
作
、交
流

を
楽
し
ん
で
き
た
。
今
回
三
月
十
九
日
、
板
本
さ
ん

の
企
画
で
、
早
咲
き
桜
満
開
の
酒
匂
川
堤
に
沿
い
、

南
足
柄
開
成
町
の
福
澤
神
社「
禹
王
碑
」と
古
民
家

「
瀬
戸
屋
敷
」及
び
瀬
戸
酒
造
を
訪
ね
た
。

・
治
水
神
禹
王
碑
…
黄
河
の
治
水
を
辛
苦
の
末
達
成

し
た
夏
王
朝
の
聖
王
に
ち
な
み
、
富
士
山
の
宝
永
大

噴
火
後
の
治
水
工
事
後
、川
の
東
西
両
岸
に
建
立
。

・
瀬
戸
酒
造
…
地
酒
製
造
を
目
の
当
た
り
に
し
、

二
十
種
近
い
試
飲
で
ホ
ロ
酔
い
。

・
瀬
戸
屋
敷
…
桃
源
郷
の
様
な
再
生
古
民
家
で
、
爛

漫
の
桜
の
も
と
、
禹
王
碑
等
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受

け
、
地
産
の「
郷
弁
」を
頂
き
、
お
酒
を
お
茶
代
わ
り

に
懇
談
し
た
。竹
林
舎
、詩
游
会
、以
文
会
、三
水
七

歩
会
、
八
起
会
、
九
詩
期
会
、
清
閑
亭
理
事
な
ど
の

参
加
者
に
よ
り
、
漢
詩
作
り
の
ほ
か
各
自
の
こ
れ
迄

の
歩
み
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
新
た

な
知
己
・
知
見
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

後
日
投
稿
の
柏
梁
体
連
句（
住
田
先
生
批
正
の
三

部
作
の
一
部
）を
紹
介
し
ま
す
。

　

訪
瀬
戸
大
酒
造
觀
櫻　
（
上
平
支
韻
）

櫻
樹
花
陰
春
恨
滋　
桜
樹
の
花
陰 

春
恨
滋
し 

板
本

紅
雲
鳥
語
却
坐
悲　
紅
雲
鳥
語 

却
っ
て
坐そ
ぞ
ろに
悲
し 
浜
辺

春
入
櫻
花
香
気
吹　
春
に
入
り 

桜
花 

香
気
吹
く 
森
川

爛
漫
櫻
枝
映
日
垂　
爛
漫
た
る
桜
枝 

日
に
映
じ
て
垂
る 

古
田

柏
梁
体
活
用
の
お
勧
め

詩
游
会　

新
井
治
仁

　

 「
漢
詩
を
学
ぶ
、漢
詩
で
遊
ぶ
」が
神
漢
連
の
モ
ッ

ト
ー
だ
が
、
学
び
と
遊
び
を
同
時
に
体
現
で
き
る
の

が
柏
梁
体
聯
句
で
、
こ
れ
を
み
ん
な
で
楽
し
ん
で
は

と
思
い
ま
す
。
詩
游
会
で
は
例
会
以
外
で
吟
行
会
、

忘
年
会
な
ど
行
事
の
詩
題
に
合
わ
せ
、
ゲ
ス
ト
も
含

め
て
投
稿
形
式
で
取
り
纏
め
折
々
の
想
い
出
作
り
に

役
立
て
て
い
ま
す
。

　

本
来
は
、
集
り
の
全
員
が
予
め
同
じ
韻
に
属
す
る

別
な
語
を
く
じ
引
き
し
て
七
言
一
句
を
こ
し
ら
え
、

句
末
同
韻
の
聯
句
に
仕
立
て
る
の
で
す
が
、
我
々

は
、
石
川
忠
久
先
生
の「
七
絶
を
作
る
に
先
立
ち
、

七
言
句
の
練
習
と
し
て
」（「
漢
詩
を
作
る
」）を
考
慮

し
、後
日
投
稿
し
、住
田
先
生
に
纏
め
て
い
た
だ
き
、

各
々
七
絶
に
発
展
さ
せ
る
や
り
方
で
す
。

　

平
仄
無
視
で
自
由
に
詠
め
る
の
で
す
が「
句
の
切

れ
方
」だ
け
は
上
四
・
下
三
を
厳
格
に
守
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
人
数
も
漢
の
武
帝
由
来
の
二
六
名
に
は

足
り
な
い
の
で
、
一
人
で
二
〜
三
句
を
作
る
な
ど
、

状
況
に
合
わ
せ
て
工
夫
し
て
い
ま
す
。
勿
論
上
級
者

の
方
々
は
即
興
即
座
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
す

が
、
酒
食
や
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
一
句
を
肴
に

詩
論
を
戦
わ
せ
、
後
日
の
投
稿
に
備
え
る
の
も
一
興

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

各
サ
ー
ク
ル
で
独
自
の
方
法
と
趣
向
を
盛
り
込
ん

で
や
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

瀬戸屋敷での満開の桜の下、集合写真瀬戸屋敷での満開の桜の下、集合写真
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「
こ
ん
な
楽
し
い
、漢
詩
と
の
生
活
を
」

　

も
っ
と
、Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か
！

三
水
七
歩
会　

鈴
木
正
敏

　

七
期
生
と
し
て
、
新
聞
広
告
の「
漢
詩
の
講
習
会

募
集
」を
見
て
、会
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
漢
詩
の
世
界
と
は
、
全
く
無
縁

の
会
社
生
活
を
四
十
数
年
余
。
そ
の
後
は「
会
社
員

で
は
な
い
働
き
方
で
、社
会
と
つ
な
が
る
仕
事
」を
し

た
い
と
考
え
て
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
・
横
浜

開
港
資
料
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
十
年
間
ほ
ど
体
験

し
ま
し
た
。
漢
詩
と
は
、
古
希
を
迎
え
た
時
が
第
一

歩
で
し
た
。
も
う
、
人
生
の
卒
業
も
間
じ
か
の
こ
の

頃
で
す
。
勉
強
を
始
め
た
の
が
遅
す
ぎ
た
。
日
々
反

省
を
し
な
が
ら
苦
労
を
楽
し
ん
で
い
る
昨
今
で
す
。

　
い
ま
や
俳
句
は
、若
者
に
大
人
気
！　

ス
マ
ホ
や
Ｐ

Ｃ
の
活
用
で
、
花
鳥
風
月
を
愛め

で
、
君
主
政
治
の
理
想

を
説
く
漢
籍
の
文
言
と
は
ヒ
ト
コ
ト
異
な
る
令
和
の

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
和
風
の
価
値
観
・
叙
情
の
世

界
を
探
検
す
る
面
白
さ
も
、ぜ
ひ
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ま
に
会
員
増
強
の
た
め
の
、
ヒ
ト
ツ
提
案

が
あ
り
ま
す
。
二
年
後
の
十
五
周
年
に
向
け
て
、
今

年
か
ら
会
員
全
員
が
広
告
塔
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
こ
れ
か
ら
リ
タ
イ
ア
す
る
大
量
の
六
十
代
の
後

輩
た
ち
や
、
み
な
さ
ん
の
周
辺
の
友
人
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
て
、
こ
の
機
会
に
、
漢
詩
へ
の「
と
も
だ
ち

勧
誘
作
戦
」を
展
開
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
活
力
の
あ

る
若
い
会
員
を
継
続
的
に
増
員
し
、
ま
す
ま
す
老
若

で
よ
り
愉
快
に
、
神
漢
連
の「
漢
詩
の
世
界
」を
、
お

互
い
に
大
い
に
遊
び
か
つ
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

漢
詩
と
篆
刻

詩
游
会　

横
溝
喜
久
男

　
「
篆
刻
」は
石
や
木
な
ど
の
印
材
に
名
前
や
雅
号
、

自
分
の
好
む
字
句
を
刻
み
、
書
や
水
墨
画
作
品
に
は

無
く
て
は
な
ら
な
い
印
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
来
よ
り「
方
寸
の
中
に
宇
宙
を
宿
す
」と
言
わ

れ
小
さ
く
と
も
密
度
の
高
い
、
奥
深
く
味
わ
い
の
あ

る
作
品
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
で
は
こ
の
篆

刻
印
が
芸
術
表
現
の
一
つ
と
さ
れ
、
作
家
が
精
一
杯

の
心
情
を
注
ぎ
ま
す
。
私
も
此
の
意
に
沿
っ
て
創
作

す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

  

「
漢
詩
を
篆
刻
で
表
現
す
る
」。
こ
れ
は
漢
詩
教
室

に
通
い
、
自
分
の
思
い
が
作
品
に
表
現
出
来
る
様
に

な
っ
た
頃
よ
り
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
句
七
文
字
や
絶
句
二
十
八
文
字
を
決
め
ら
れ
た
寸

法
の
中
に
表
現
す
る
に
は
、
画
数
が
多
い
複
雑
な
文

字
を
い
か
に
配
字
す
る
か
苦
慮
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
配
字
が
巧
く
い
き
刻
し
終
え
た
時
に
は
本
当

の
意
味
で
の
醍
醐
味
を
覚
え
ま
す
。

　

平
成
の
初
め
よ
り
水
墨
画
に
押
す
名
前
印
等
を
作

り
始
め
て
か
ら
、
幾
人
か
の
師
の
指
導
を
受
け
つ
つ
、

今
日
ま
で
に
刻
し
た
印
影
も
六
百
五
十
余
箇
。
稚
拙

な
出
来
に
苦
笑
し

そ
の
時
々
の
思
い

に
浸
り
乍
ら
、こ
れ

か
ら
も
方
寸
に
思

い
を
込
め
て
刻
し

続
け
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

郷
土
の
偉
人　

安
井
息
軒
先
生

以
文
会　

大
石
加
代
子

　

宮
崎
県
の
偉
人
と
い
え
ば
、
私
に
と
っ
て
は
や

は
り
幕
末
の
大
儒
と
い
わ
れ
た
安
井
息
軒
先
生
が

第
一
に
思
い
だ
さ
れ
ま
す
。
幼
名
仲
平
さ
ん
は
、
生

ま
れ
な
が
ら
の
小
男
で
お
ま
け
に
天
然
痘
に
か
か

り
、
そ
の
為
に
大
痘あ

ば
た

痕
が
で
き
右
目
も
潰
れ
、
仇

名
は〝
猿
〞と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。寛
政
十
一

（
一
七
九
九
）年
現
在
の
宮
崎
市
清
武
町
に
生
ま
れ
、

二
十
一
歳
の
時
篠
崎
小
竹
の
塾
で
学
び
、
二
十
六
歳

で
江
戸
の
昌
平
黌
に
学
ん
だ
。
田
舎
者
で
醜

ぶ
お
と
こ

男
の

た
め
、
先
輩
・
同
僚
か
ら
も
馬
鹿
に
さ
れ
、
か
ら
か

わ
れ
た
り
す
る
な
か
、
夜
も
寝
ず
に
勉
強
に
励
み
、

二
十
八
歳
の
時
、
日
向
飫お

肥び

藩
主
の
侍
読
に
任
ぜ
ら

れ
、
六
十
三
歳
で
昌
平
坂
学
問
所
の
教
授
と
な
る
。

七
十
七
歳（
明
治
九
年
）江
戸
で
死
去
、墓
は
文
京
区

の
養
源
寺
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

吉
川
幸
次
郎
先
生
は
そ
の
著「
息
軒
先
生
遺
文
続

編
」の
序
の
中
で「
息
軒
先
生
が
江
戸
時
代
の
漢
学

者
の
う
ち
、
も
っ
と
も
す
ぐ
れ
た
一
人
で
あ
る
こ

と
。
ひ
と
り
日
本
の
み
な
ら
ず
中
国
に
お
い
て
も
尊

敬
さ
れ
て
い
る
こ
と
。」を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
安
井
先
生
の
数
々
の
著
作
は
慶
応
義
塾
大
学

に
安
井
文
庫
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。　

会
員
だ
よ
り

篆刻の作品篆刻の作品
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二
百
餘
生
如
再
造　
二
百
余
生 

再
造
せ
ら
る
る
が
如
し

塩
梅
欣
羨
作
羹
調　
塩え
ん
梅ば
い
欣
び
羨
ま
れ
ん 

羹
こ
う
ち
ょ
う調
を
作
す
を

　

六
回
目
の
今
大
会
は
画
期
的
に
参
加
者
が
多
く
、

小
学
生
、
桜
美
林
大
学
孔
子
学
院
の
生
徒
さ
ん
か
ら

九
十
歳
の
高
齢
者
ま
で
。
応
援
の
保
護
者
、
学
生
さ

ん
多
数
で
会
場
は
満
員
。
今
回
も
神
漢
連
会
員
は
大

活
躍
で
し
た
。

　

朗
読
の
部
で
は
室

橋
幸
子
さ
ん
が
李
白

の「
春
夜
洛
城
聞
笛
」

を
書
道
吟
で
優
秀
賞

に
、
創
作
の
部
で
は

岡
田
泰
男
さ
ん
が
最

優
秀
賞
に
、
板
本
健

作
さ
ん
が「
櫻
貝
」で

優
秀
賞
に
、
志
村
典

子
さ
ん
が「
巡
游
忍

野
八
海
」
で
審
査
員

特
別
賞
に
輝
い
た
。

　

座
間
谷
戸
山
公
園
写
望 

岡
田
泰
男

此
地
四
時
相
水
淸　
此
の
地 

四
時 

相
水 

清
し 

獨
磨
吟
骨
肆
吟
行　
独
り
吟
骨
を
磨
し
て
吟
行
を
肆
に
す

澗
田
茅
葦
焼
無
盡　
澗
田
の
茅
葦 

焼
け
ど
も
無
尽

渚
岸
菖
蒲
耘
復
生　
渚
岸
の
菖
蒲 

耘
も
復ま
た
生
ず

野
老
傾
聽
松
杪
籟　
野
老
は
傾
聴
す 

松
杪
の
籟

村
童
溢
喜
狗
兒
聲　
村
童
は
溢
喜
す 

狗
児
の
声

連
山
似
浪
遮
天
際　
連
山 

浪
の
似
く
天
際
を
遮
り

富
嶽
不
看
寧
有
情　
富
岳 

看
え
ざ
る
は
寧
ろ
情
有
り

第
六
回
漢
詩
朗
読
・
創
作
発
表
大
会

主
催　
　

桜
美
林
大
学
孔
子
学
院

以
文
会　

大
森
冽
子

　

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
六
日
に
相
模
原
市
の
桜

美
林
大
学
淵
野
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、
佐
藤
保
先
生（
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉

教
授
・
二
松
学
舎
大
学
名
誉
教
授
）に
よ
る「
マ
リ
ア
・

ル
ス
号
事
件
と
漢
詩
」と
題
す
る
大
旆
に
記
さ
れ
た

事
件
に
起
因
す
る
三
十
三
首
の
漢
詩
の
興
味
深
い
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
五
年
に
清
国
人
の
契
約
労
働
者
を
乗
せ
た

ペ
ル
ー
船
籍
の
船
が
台
風
に
遭
遇
し
て
、
修
理
の
た

め
横
浜
に
入
港
す
る
。
清
国
人
は
奴
隷
と
し
て
扱
わ

れ
て
い
た
為
、
そ
の
一
人
が
脱
出
し
て
助
け
を
求
め

た
。
日
本
に
裁
判
権
が
あ
る
事
か
ら
、
大
江
卓
が
裁

判
官
と
な
っ
て
、
ペ
ル
ー
船
籍
の
契
約
は
違
反
と

し
、
清
国
船
員
二
百
二
十
九
人
を
開
放
し
た
。
此
の

事
に
在
日
華
人
が
感
謝
の
詩
を
綴
っ
た
大
旆
を
大
江

卓
と
副
島
種
臣
に
贈
答
し
た（
大
旆
は
神
奈
川
県
立

図
書
館
所
蔵
）。大
旆
の
漢
詩
一
首
を
紹
介
す
る
。

　

指
日
高
陞

巍
巍
高
義
聳
雲
霄　
巍ぎ

々
た
る
高
義 

雲
霄
に
聳
え

拯
溺
扶
危
志
不
搖　
溺
る
る
を
拯す
く
い 
危
う
き
を
扶た
す
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　
志
は
揺
る
が
ず

貧
旅
呼
號
山
寂
寂　
貧
旅 

呼
号
す
れ
ど
も 
山
は
寂
々

征
夫
困
餓
水
超
超　
征
夫 

餓
え
に
困く
る
し
む
も 

水
は
超
々

未
逢
良
吏
情
難
白　
未
だ
良
吏
に
逢
わ
ざ
る
と
き 

情 

白も
う
し
難
く

得
遇
仁
人
恨
始
消　
仁
人
に
遇
う
を
得
て 

恨
み
初
め
て
消
ゆ

台
湾
便
り
そ
の
二
―
台
湾
は
多
言
語
国
家

三
水
七
歩
会　

山
岡
健
郎

　

劉
さ
ん
は
国
文
学
の
元
大
学
教
授
で
あ
る
。
壁
に

は
漢
詩
の
書
や
絵
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
劉
さ
ん
は
日

本
語
も
堪
能
で
、
私
の
拙
い
中
国
語
と
美
味
し
い
お

茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
会
話
が
弾
む
。

　

台
湾
は
多
言
語
国
家
で
、地
下
鉄
の
車
内
放
送
は
、

北
京
語
・
台
湾
語
・
客
家
語
・
英
語
だ
。
台
湾
語
客

家
語
は
中
国
語
の
方
言
で
あ
る
が
、
劉
さ
ん
は
漢
詩

を
読
む
に
は
客
家
語
が
良
い
と
言
う
。
古
く
に
台
湾

に
福
建
省
や
広
東
省
か
ら
来
た
人
々
の
言
葉
だ
。
古

い
発
音
が
残
り
、
声
調
は
六
声
、
北
京
語
で
は
消
え

た
入
声
も
あ
る
。
静
夜
思
を
、
北
京
語
と
客
家
語
で

読
ん
で
も
ら
う
。私
が
日
本
語
の
音
読
み
で
読
む
と
、

客
家
語
に
似
た
音
が
多
い
で
は
な
い
か
。
劉
さ
ん
曰

く
、
日
本
語
に
も
中
国
語
の
古
い
音
が
残
っ
て
い
る

の
で
、
読
み
下
し
だ
け
で
な
く
、
音
読
み
で
読
む
と

詩
の
リ
ズ
ム
や
韻
が
理
解
で
き
る
と
い
う
。

　

今
住
ん
で
い
る
新
竹
縣
は
八
割
が
客
家
人
で
、独
特

の
文
化
を
保
っ
て
い
る
。
乾
隆
帝
時
代
の
家
が
残
り
、

な
ん
と
今
で
も
人
が
住
ん
で
い
る
。味
付
け
は
鰹
出
汁

と
醤
油
で
口
に
あ
い
、
我
々
に
は
あ
り
が
た
い
。
彼
ら

は
華
僑
と
し
て
世
界
中
に
出
て
行
っ
た
人
々
で
、
教
育

熱
心
で
進
取
の
精
神
に
あ
ふ
れ
、李
登
輝
な
ど
の
政
治

家
も
多
い
。
劉
さ
ん
も
客
家
人
だ
が
、
祖
父
は
、
台
湾

に
十
六
あ
る
原
住
民
の
一
つ
、タ
イ
ヤ
ル
族
だ
っ
た
。

「
俺
の
じ
い
さ
ん
は
首
狩
り
し
て
お
っ
た
ん
よ
」

と
言
っ
て
、ニ
ヤ
リ
と
笑
う
。

　

本
当
か
よ
。怖
い
よ
、劉
さ
ん
。

岡田泰男さん最優秀賞受賞岡田泰男さん最優秀賞受賞
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特
集
の
ね
ら
い

　

漢
詩
を
習
い
始
め
る
と
、
年
賀
状
に
自
作
の
新
年

漢
詩
を
載
せ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
方
は
多
い
と

思
わ
れ
る
。特
に
、来
春
は
令
和
初
の
賀
正
と
な
り
、

漢
詩
を
載
せ
る
の
に
相
応
し
い
と
言
え
る
。

　

こ
の
為
に
本
小
特
集
は
、
平
成
三
十
一
年
の
賀
状

に
記
さ
れ
た
代
表
的
な
漢
詩
を
紹
介
し
、
参
考
に
供

す
る
も
の
で
あ
る
。
賀
状
の
漢
詩
題
目
と
し
て
は
、

新
年
に
当
っ
て
の
所
感（
窪
寺
啓
先
生
、
玉
井
・
古

田
・
住
田
先
生
）、
自
分
の
近
況（
岡
崎
前
会
長
）、

昨
年
の
旅
行
な
ど
の
思
い
出（
高
津
事
務
局
長
）、

等
々
と
多
種
多
様
で
あ
る
。
尚
、
令
和
を
慶
祝
す
る

詩
を
載
せ
た
い
と
思
わ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
、
二
松

詩
文
会
が
本
年
夏
に
慶
祝
詩
の
特
集
を
行
う
予
定
で

あ
り
、参
考
に
す
る
と
良
い
と
思
わ
れ
る
。

 

（
香
取
和
之
）

　

窪
寺
啓
先
生
玉
韻

　

宸
題
光
恭
賦　
　
　

宸
題
光
恭
し
く
賦
す

開
年
旭
日
出
天
池　
開
年 

旭
日 

天
池
を
出
で

五
彩
祥
雲
映
碧
漪　
五
彩
の
祥
雲 

碧
漪
に
映
ず

四
望
昭
昭
瑞
光
裡　
四
望
昭
々 

瑞
光
の
裡

偏
希
己
亥
太
平
彌　
偏
に
希
う 

己
亥 

太
平
の
彌あ
ま
ねき
を

　

新
年
偶
成 

前
神
漢
連
会
長　

岡
崎
満
義

野
翁
八
十
欲
何
求　
八
十
過
ギ
レ
バ
童
子
ト
同
ジ

醉
月
迷
花
詩
酒
遊　
花
鳥
風
月
ニ
酔
イ
遊
ブ

内
笑
頑
僊
壮
志
盡　
酒
呑
童
子
ト
笑
ワ
レ
ナ
ガ
ラ

童
心
得
保
楽
風
流　
コ
レ
ゾ
風
流
ト
強
ガ
ッ
テ
ミ
ル

　

奉
賀
践
祚
大
典 

玉
井
幸
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　

践せ
ん
祚そ

の
大
典
を
賀
し
奉
る

穆
穆
神
州
祥
氣
盈　
穆ぼ
く
穆ぼ
く
た
る
神
州
に
祥
気
盈み

ち

玄
玄
宮
闕
瑞
雲
縈　
玄
玄
た
る
宮
き
ゅ
う
闕け
つ
に
瑞
雲
縈め
ぐ
る

天
嘉
皇
統
無
窮
德　
天
は
嘉よ
み
す
皇
統
無
窮
の
徳

地
與
邦
家
萬
世
榮　
地
は
与く
み
す
邦
家
万
世
の
栄

（
語
釈
）実
際
の
年
賀
状
で
は
語
の
下
に
括
弧
付
の

小
さ
な
字
で
書
か
れ
て
い
る
が
、
会
報
で
は
誌
面
の

関
係
で
別
記
と
す
る
。
穆
穆
…
や
わ
ら
ぎ
う
る
わ
し

い
。
祥
気
…
め
で
た
い
気
。
玄
玄
…
お
く
深
い
。
宮

闕
…
宮
城
。瑞
雲
…
め
で
た
い
雲
。邦
家
…
わ
が
国
。

　

元
旦
偶
成 

古
田
光
子

旭
日
曈
曈
氣
色
新　

旭
日
曈と

う

曈と
う 

気
色
新
た
な
り

社
前
參
集
賀
正
人　

社
前
参
集
す 

賀
正
の
人

簫
聲
劉
喨
洗
心
處　

簫
声
嚠り

ゅ
う

喨り
ょ
う 

心
を
洗
う
処

先
禱
平
安
己
亥
春　

先
づ
平
安
を
祈
る 

己
亥
の
春

　　

　

己
亥
新
禧 

住
田
笛
雄

富
嶽
遠
望
村
社
春　

富
岳
遠
望
す 

村
社
の
春

盛
装
行
列
賽
神
人　

盛
装
行
列 

賽
神
の
人

鳴
鈴
拍
手
願
多
幸　

鈴
を
鳴
ら
し 

手
を
拍
ち 

多
幸

を
願
う

淑
氣
融
和
旭
日
新　

淑
気
融
和
し 

旭
日
新
た
な
り

　

陽
關
遺
跡 

高
津
有
二

茫
漠
平
沙
路
更
西　

茫
漠
た
る
平
沙 

路 

更
に
西
す

天
涯
要
塞
跡
齊
齊　

天
涯
の
要
塞 

跡 

斉
斉
た
り

陽
關
三
疊
獨
吟
詠　

陽
関
三
畳 

独
り
吟
詠
す
れ
ば

寂
寞
四
邊
斜
日
低　

寂
寞
た
る
四
辺 

斜
日
低
る

　

昨
年
九
月
、
中
国
漢
詩
ツ
ァ
ー
で
西
安
・
敦
煌
を

訪
ね
ま
し
た
。
陽
関
の
遺
跡
で
の
独
吟
、
鳴
沙
山
山

麓
の
駱
駝
乗
り
、
異
国
で
初
め
て
の
中
秋
の
明
月
な

ど
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。
本
年
は
喜
寿
を
迎
え
ま

す
が
、
お
蔭
様
で
心
身
共
に
健
康
で
、
元
気
に
や
っ

て
お
り
ま
す
。

小
特
集

令
和
の
年
賀
状
に

漢
詩
を
載
せ
よ
う
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神
漢
連
前
会
長

　
　
　

岡
崎
満
義

　

　

一
九
九
九（
平
成
十
一
）年
、三
十
九
年
つ
と
め
た

出
版
社
を
リ
タ
イ
ア
し
た
。基
本
的
に「
終
身
雇
用
・

年
功
序
列
」で
守
ら
れ
て
き
た
会
社
か
ら
社
会
に

移
行
し
て
い
よ
い
よ
自
立
の
時
が
来
た
と
思
っ
た
。

「
自
立
」の
た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い
か
。

　

ま
ず
、
料
理
が
作
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
妻
に

し
ば
ら
く
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
お
か
げ
で
今
は
新

聞
に
載
っ
て
い
る
料
理
の
レ
シ
ピ
を
見
れ
ば
だ
い
た

い
何
で
も
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

次
に
自
分
の
住
む
街
を
知
り
、
な
じ
み
を
作
る
こ

と
。
ち
ょ
う
ど
リ
タ
イ
ア
に
合
わ
せ
る
よ
う
に「
市

民
活
動
推
進
検
討
委
員
会
」の
委
員
を
茅
ヶ
崎
市
が

公
募
し
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
。
市

が
月
に
一
回
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
仕
立
て
て
く
れ

て
、
近
く
の
市
民
活
動
の
先
進
地
区
―
―
横
須
賀
、

鎌
倉
、
藤
沢
、
三
鷹
、
武
蔵
野
市
な
ど
を
見
学
し
て

回
っ
た
。
二
年
間
で
答
申
書
を
ま
と
め
、
こ
の
活
動

は
終
っ
た
。

　

さ
て
、
次
は
？　

と
考
え
て
い
る
う
ち
、
偶
然
、

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
横
浜
に
窪
寺
啓
先
生
の

「
漢
詩
実
作
講
座
」が
あ
る
の
を
見
つ
け
、
何
と
な
く

習
っ
て
み
よ
う
か
と
申
込
ん
だ
。
二
〇
〇
二（
平
成

十
四
）年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
学
生
時
代
に
吉
川

幸
次
郎
先
生
の「
中
国
文
学
史
」の
講
義
を
一
年
間

受
け
て
、
以
後
、
吉
川
先
生
の「
新
唐
詩
選
」「
人
間

詩
話
」を
は
じ
め
先
生
の
著
書
は
よ
く
読
ん
で
い
た
。

並
行
し
て
竹
内
好
の
中
国
論
も
よ
く
読
ん
だ
。
と

い
っ
て
漢
詩
を
自
分
で
作
ろ
う
と
は
思
っ
て
も
み
な

い
こ
と
だ
っ
た
。
ほ
ん
の
気
ま
ぐ
れ
で
窪
寺
漢
詩
教

室
に
入
門
し
た
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
。

作
詩
欲
學
有
良
儔　
作
詩
学
ば
ん
と
欲
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
良
り
ょ
う
儔ち
ゅ
う（
よ
き
友
）有
り

文
化
中
心
在
驛
樓　
文
カ
ル
チ
ャ
ー化
中セ
ン

心タ
ー
は
駅
楼（
駅
ビ
ル
）に
在
り

師
弟
因
縁
無
限
好　
師
弟
の
因
縁
限
り
無
く
好
し

鷗
盟
共
樂
小
風
流　
鴎
盟（
詩
の
仲
間
）共
に
楽
し
む
小
風
流

　

授
業
は
月
二
回
、
第
一
・
第
三
金
曜
日
の
午
前
十

時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
。
受
講
生
は
一
首
か
二
首

提
出
し
て
、
窪
寺
先
生
に
添
削
し
て
も
ら
う
。
ま
じ

め
で
き
び
し
い
先
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
親
友
の

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
Ｓ
君
が
精
力
的
に
地
方
の
取
材

を
続
け
て
い
た
。
彼
は「
県
知
事
や
市
長
は
ま
ず
ま

ず
の
人
物
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
村
長
の
中
に
は
と
て

つ
も
な
く
面
白
い
ス
ゴ
い
人
物
が
い
る
。
ふ
し
ぎ
な

こ
と
だ
が
、
取
材
し
て
い
る
と
そ
れ
が
実
感
だ
」と

言
っ
た
。
私
は
窪
寺
先
生
は「
漢
詩
村
の
ス
ゴ
い
村

長
さ
ん
」と
思
っ
た
も
の
だ
。
漢
詩
は
絶
滅
危
惧
種
、

限
界
集
落
に
ち
が
い
な
い
が
、
窪
寺
先
生
の
よ
う
な

ス
ゴ
い
村
長
さ
ん
が
い
る
か
ぎ
り
、
絶
滅
す
る
こ
と

は
な
い
。

　

窪
寺
漢
詩
教
室
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に
中
山
清
、
田

原
健
一
、
礒
野
衞
孝
、
酒
井
謙
太
郎
、
城
田
六
郎
、

桜
庭
慎
吾
、
圓
谷
照
男
…
の
諸
氏
が
あ
り
、
二
〇
〇  

六
年
に
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
を
作
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
の
う
ち
中
山
、
田
原
、
酒
井
さ
ん
は
す
で
に

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。

　

憶
中
山
清
先
生　
　

中
山
清
先
生
を
憶
う

博
學
多
才
前
半
生　
博
学
多
才 

前
半
生

近
年
金
港
盛
詩
名　
近
年
金
港（
神
奈
川
）詩
名
盛
ん
な
り

春
風
駘
蕩
平
生
態　
春
風
駘
蕩 

平
生
の
態

耳
底
猶
留
溫
雅
聲　
耳
底
猶
お
留
む
温
雅
の
声

　

二
〇
一
二（
平
成
二
十
四
）年
に
酒
井
謙
太
郎
さ

ん
が「
素
庵
閒
情
集
」と
い
う
素
晴
し
い
漢
詩
集
を

出
版
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
、
先
年
私
が
岩
波
書
店
か

ら
刊
行
し
た「
人
と
出
会
う
」と
い
う
編
集
者
時
代

に
取
材
し
た
人
た
ち
を
書
い
た
著
書
を
酒
井
さ
ん
に

差
上
げ
た
と
こ
ろ
、そ
れ
に
つ
い
て
の
詩
が
載
っ
た
。

　

讀
詩
友
岡
崎
氏
新
刊
書「
逢
人
」

藝
文
學
術
幾
人
豪　
芸
文 

学
術 

幾
人
か
の
豪

面
語
成
章
縦
鋭
毫　
面
語 

章
を
成
し 

鋭
毫
を
縦ほ
し
い
ま
ま
に
す

方
識
無
餘
描
謦
咳　
方
に
識
る 

謦け
い
咳が
い
を
描
い
て
余
す
無
き
を

東
都
紙
價
定
逾
高　
東
都
の
紙
価 

定
め
て
逾い
よ
い
よ
高
か
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
別
寄
稿

平
成
は
漢
詩
と
と
も
に
あ
っ
た
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私
は
こ
の
詩
集
を
い
た
だ
い
て
、一
首
作
っ
た
。

　

見
贈
酒
井
謙
太
郎
詞
兄
詩
集

老
翁
此
日
板
行
初　
老
翁
此
の
日 

板
行（
出
版
）の
初
め

文
質
彬
彬
俗
韻
疎　
文
質
彬
彬（
詩
は
素
晴
し
い
）俗
韻
は

　
　
　
　
　
　
　
　
疎
な
り

詞
藻
縦
横
足
風
雅　
詞
藻
縦
横 

風
雅
足
る

金
河
大
隱
自
如
如　
金
河
の
大
隠 

　
　
　
　
　
　
　
　
自お
の
ずか
ら
如
々
た
り（
思
う
ま
ま
）

　

城
田
六
郎
さ
ん
の
初
鰹
を
詠
ん
だ
詩
が
教
室
で
披

露
さ
れ
た
。

　

初
鰹
魚

嫩
綠
薫
風
杜
宇
啼　
嫩
緑
薫
風 

杜と
う
宇
啼
く

乘
潮
翠
鬣
上
從
西　
潮
に
乗
り 

翠す
い
鬣り
ょ
う（
ひ
れ
）西
従よ

り
上
る

添
齏
炙
膾
垂
涎
處　
齏せ
い
を
添
え 

膾か
い
を
炙あ
ぶ
り 

涎
を
垂
す
処

戯
道
都
人
爲
典
妻　
戯
れ
に
道い

う 

都す
べ
て
人
は
為
に
妻
を
典
す

　

い
い
詩
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
習
っ
て
一
首
作
っ

た
。

　

讀
城
田
六
郎
詞
兄
詩
初
鰹
魚
有
感

旨
酒
鮮
魚
暑
可
忘　
旨
酒（
う
ま
酒
） 

鮮
魚 

暑
忘
る
べ
し

典
妻
多
啖
庶
民
望　
妻
を
典
し
て（
質
に
入
れ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
多
く
啖く
ら
う
は
庶
民
の
望
み

如
今
草
食
男
兒
異　
如
今
草
食
男
児
は
異
な
る

肉
食
佳
人
欲
典
郎　
肉
食
の
佳
人（
女
子
）は 

　
　
　
　
　
　
　
　
郎
を
典
せ
ん
と
欲
す

　

　

漢
詩
は
志
を
詠
み
、
自
然
を
う
た
う
の
が
王
道
だ

と
言
わ
れ
、
私
も
そ
う
思
う
。
と
こ
ろ
が
、
雑
誌
編

集
者
を
長
年
つ
づ
け
た
せ
い
か
、
つ
い
つ
い
時
事
、

人
事
の
方
へ
目
が
向
く
。
私
と
と
も
に
今
の
時
代
を

生
き
た
人
、同
時
代
人
を
読
む
こ
と
が
多
く
な
る
。

　
　

宇
宙
探
査
機
隼
歸
還

　

七
載
飛
船
無
限
程　
七
載
飛
船 

無
限
の
程

　

晦
冥
宇
宙
苦
長
征　
晦
冥
の
宇
宙 

苦
し
き
長
征

　

喜
聞
拾
得
絲
川
坌　
喜
び
聞
く 

拾
い
得
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
糸
川
の
坌ふ
ん（
ち
り
）

　

勿
忘
歸
來
隼
盛
名　
忘
る
勿な
か
れ 

帰
り
来
た
る
隼
は
や
ぶ
さの
盛
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
に
戯
訳
を
つ
け
て
遊
ん
だ
。

　
　
　

宇
宙
ヲ
ブ
ラ
リ　

ヒ
ト
リ
旅

　
　
　

七
年
ヤ
ッ
ト　

里
ゴ
コ
ロ

　
　
　

イ
ト
カ
ワ
ノ
チ
リ　

チ
ョ
ト
手
ミ
ヤ
ゲ
ニ

　
　
　

ウ
レ
シ
イ
生
還　

佳
キ
名
ハ
ヤ
ブ
サ

　

私
は
一
九
八
〇（
昭
和
五
十
五
）年
に
発
行
さ
れ

た
総
合
ス
ポ
ー
ツ
誌「
ナ
ン
バ
ー
」の
創
刊
編
集
長

を
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
詩
の
題
材

を
取
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

寄
擧
重
三
宅
宏
美
選
手

靜
閑
決
眥
鐵
輪
前　
静
閑
眥
ま
な
じ
りを
決
す 
鉄
輪
の
前

脚
震
頰
膨
高
擧
全　
脚
震ふ
る
え
頰
膨ふ
く
ら
み 

高
く
挙
げ
て
全ま
っ
たし

恰
見
千
斤
拔
山
力　
恰あ
た
か
も
見
る
千
斤 

山
を
抜
く
力

破
顔
少
女
聳
雙
肩　
破
顔
の
少
女 

双
肩
を
聳そ
び
やか
す

　

日
本
文
学
研
究
者
の
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
さ
ん
が

日
本
国
籍
を
取
得
し
た
と
き
一
首
作
っ
た
。

　

聞
鬼
怒
鳴
門
先
生
取
得
日
本
國
籍

美
國
郎
經
六
十
春　
美
国（
ア
メ
リ
カ
）よ
り
郎
は
経
る
六
十
春

扶
桑
文
雅
更
加
新　
扶
桑
の
文
雅 

更
に
新
を
加
え
る

喜
聞
歸
化
九
旬
意　
喜
び
聞
く
帰
化 

九
旬
の
意

鬼
怒
鳴
門
名
可
親　
鬼キ
ー
ン怒
鳴ド
ナ

門ル
ド 

名
親
し
む
べ
し

　

先
日
、
キ
ー
ン
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
知
り
、

こ
の
詩
を
ふ
ま
え
て
又
一
首
作
っ
た
。

　

憶
鬼
怒
鳴
門
先
生

鬼
怒
鳴
門
名
可
親　
鬼
怒
鳴
門 

名
親
し
む
べ
し

喜
聞
歸
化
雅
才
人　
喜
び
聞
く
帰
化 

雅
才
の
人

扶
桑
文
學
能
傳
世　
扶
桑
の
文
学 

能よ

く
世
に
伝
う

何
赴
淸
魂
告
別
晨　
何い
ず
く
に
か
赴
く 

清
魂
告
別
の
晨あ
し
た　

　

こ
う
し
て
ふ
り

返
っ
て
み
る
と
、

ど
う
や
ら
私
の
平

成
は
漢
詩
と
と
も

に
あ
っ
た
と
い
え

そ
う
だ
。
そ
の
道

を
開
い
て
く
だ

さ
っ
た
窪
寺
啓
先

生
に
は
い
く
ら
感

謝
し
て
も
感
謝
し

き
れ
な
い
。
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漢
詩
と
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
田
六
郎

　

私
は
昭
和
二
十
六
年
に
高
校
を
卒
業
し
ま
し
た

が
、
在
学
中
に
漢
文
の
授
業
を
受
け
た
記
憶
が
あ
り

ま
せ
ん
。
古
事
記
に
始
ま
り
、
万
葉
集
、
源
氏
物
語

等
古
文
の
授
業
が
中
心
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
五
十
年

後
、
あ
る
会
合
で
窪
寺
啓
先
生
が
漢
詩
の
講
座
を
横

浜
の
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
講
し
て
い
る

こ
と
を
知
り
、受
講
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
勉
強
と
併
行
し
て
、
漢

詩
集
の
代
表
格
で
あ
る
唐
詩
選
を
読
む
こ
と
に
し

ま
し
た
。
岩
波
文
庫
の
下
巻
は
、
七
言
絶
句
の
み

百
六
十
五
篇
が
集
録
さ
れ
て
お
り
丁
度
手
頃
で
し

た
。
最
初
は
、
起
承
転
結
の
各
詩
語
の
平
仄
を
辞
書

を
頼
り
に
全
部
調
べ
て
、
平
仄
の
規
則
を
習
得
し

た
。
そ
れ
か
ら
、
語
釈
欄
の
説
明
を
読
ん
で
、
日
本

語
と
の
相
違
点
の
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
、
早
く

漢
詩
の
詩
語
に
慣
れ
る
こ
と
が
先
決
だ
と
痛
感
し

た
。

　

次
に
唐
代
の
詩
人
の
詩
集
を
手
あ
た
り
次
第
に
読

ん
だ
。
李
白
か
ら
始
ま
り
、
杜
甫
、
王
維
、
白
居
易
、

柳
宗
元
、杜
牧
、李
商
隠
、更
に
宋
代
の
蘇
軾
、王
安

石
、
黄
庭
堅
、
陸
游
に
及
ん
だ
。
最
初
は
詩
を
理
解

す
る
の
に
精
一
杯
で
あ
っ
た
が
、
二
度
三
度
繰
り
返

し
読
む
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
深
く
そ
の
詩
が
ど
の
よ

う
な
情
況
で
読
ま
れ
た
か
を
十
分
に
把
握
し
な
が
ら

読
む
よ
う
に
努
め
た
。
個
人
の
詩
集
は
作
詩
の
年
代

別
に
編
集
さ
れ
た
も
の
と
、
主
題
別
に
分
離
さ
れ
た

も
の
と
の
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
が
、
特
に
前
者
の

場
合
に
は
、
全
編
を
通
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
詩
人
の
全
体
像
に
迫
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

た
と
え
ば
、杜
牧
は
兵
法
の
書「
孫
子
」二
十
三
篇

の
注
釈
書
を
あ
ら
わ
し
兵
法
に
通
じ
て
い
た
こ
と
を

知
れ
ば
、「
題
烏
江
亭
」詩
の

　

江
東
子
弟
多
才
俊　

捲
土
重
来
未
可
知

の
句
は
自お

の
ずと
重
み
が
増
し
て
く
る
と
思
う
。

　

唐
代
の
詩
の
選
集
に
は
、
唐
詩
選
の
ほ
か
に「
三

体
詩
」が
あ
る
。
こ
の
選
集
の
特
色
は
、
唐
詩
選
に

収
録
さ
れ
た
詩
と
ほ
と
ん
ど
ダ
ブ
リ
が
な
い
こ
と
、

ま
た
単
に
唐
詩
を
選
ん
で
集
録
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
詩
の
原
理
、
規
範
を
も
あ
ら
わ

そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
詩
の
選
集
は
た
だ

読
む
だ
け
で
な
く
、
作
詩
の
手
本
と
い
う
性
格
を
備

え
て
お
り
、「
三
体
詩
」は
そ
の
点
を
特
に
強
調
し
て

お
り
分
り
や
す
く
示
さ
れ
て
い
る
。
転
句
は
起
句
、

承
句
と
全
然
違
っ
た
方
向
か
ら
、
新
し
い
場
面
を
展

開
す
る
。
転
句
の
転
換
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
四
句
と

い
う
短
い
詩
型
で
あ
り
な
が
ら
、
変
化
に
富
ん
だ
奥

行
き
の
あ
る
表
現
が
可
能
と
な
る
。
絶
句
の
で
き
ば

え
の
如
何
は
、
転
句
に
か
か
っ
て
い
る
と
主
張
し
て

い
る
。

　

詩
を
作
り
始
め
の
頃
は
、
花
鳥
風
月
を
詠
ず
る
こ

と
が
中
心
で
あ
る
が
、
そ
の
時
も
っ
と
も
参
考
に

な
っ
た
の
は
、石
川
忠
久
先
生
の「
漢
詩
を
よ
む
」春

夏
秋
冬
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
各
篇
そ
れ
ぞ
れ
百
篇

の
名
詩
を
収
め
て
い
る
。「
春
の
詩
」を
例
に
と
れ

ば
、
春
分
、
清
明
等
十
一
の
項
目
に
分
け
ら
れ
、
各

項
目
は
十
篇
前
後
の
詩
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
自
分

が
作
り
た
い
詩
の
内
容
に
該
当
す
る
項
目
の
中
の
詩

に
ヒ
ン
ト
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

詩
が
で
き
あ
が
っ
て
も
、
そ
れ
で
一
件
落
着
と
は

い
か
な
い
。
推
敲
は
必
ず
行
う
べ
き
手
順
で
あ
る
。

頼
山
陽
の
代
表
作
で
あ
る「
泊
天
草
洋
」に
例
を
と
っ

て
み
よ
う
。

　

雲
耶
山
耶
呉
耶
越　

水
天
髣
髴
靑
一
髪 

　

萬
里
泊
舟
天
草
洋　

煙
横
篷
窓
日
漸
没 

　

瞥
見
大
魚
波
間
跳　

太
白
當
船
明
似
月

次
の
元
の
詩
と
比
べ
て
み
よ
う
。

　

眠
鷺
船
底
響
寒
潮　

天
草
洋
中
夜
繋
橈

　

太
白
一
星
光
如
月　

波
間
照
見
白
魚
躍

　

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
、
躍
動
感
が
加
わ
っ
て
一
層

印
象
の
深
い
作
品
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。
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杉
森
千
枝
子

　

秋
日
閒
居 

　

秋
日
間
居

三
閒
茅
屋
映
斜
陽 

三
間
の
茅ぼ
う
屋お
く 

斜
陽
に
映
じ

籬
落
幽
叢
菊
又
黃 

籬り

落ら
く
の
幽ゆ
う
叢そ
う 

菊 

又
た
黄
な
り

去
歳
手
栽
松
樹
畔 

去き
ょ
歳さ
い 

手
づ
か
ら
栽う

う
る 

松
し
ょ
う
じ
ゅ樹
の
畔
ほ
と
り

來
春
更
葺
小
文
房 

来
春 

更
に
葺ふ

か
ん 

小
し
ょ
う

文ぶ
ん

房ぼ
う

 
 

水
城
ま
ゆ
み

　

村
里
蝸
廬 

　

村
里
蝸か
ろ
廬

曖
曖
村
墟
日
欲
沈 

曖あ
い
々あ
い
た
る 

村
墟 

日
沈
ま
ん
と
欲
す

歸
鴉
三
兩
入
寒
林 

帰き

鴉あ 

三
両 

寒
林
に
入
る

蝸
廬
猶
得
柴
桑
趣 

蝸か

廬ろ 

猶
お
得
た
り 

柴さ
い
桑そ
う
の
趣
お
も
む
き

　

酌
酒
敲
詩
丘
壑
心 

酒
を
酌
み 

詩
を
敲
く 

丘
き
ゅ
う
壑が
く
の
心

　
　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

　

本
会
員
の
横
溝
喜
久
男
さ
ん
か
ら
、
立
派
な
会
長

印
を
寄
贈
頂
き
ま
し
た
。

入
選
作
品

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

陶
靖
節
舊
居 
　

陶
靖
節
の
旧
居

九
日
淸
風
佛
曙
烟 
九
き
ゅ
う
日じ
つ
の
清
風 

曙し
ょ
烟え
ん
を
払
ふ

潯
陽
舊
屋
菊
花
鮮 

潯じ
ん
陽よ
う
の
旧
屋 

菊
花
鮮
や
か
な
り

緬
思
有
晉
陶
徴
士 

緬め
ん
思し

す 

有ゆ
う
晋し
ん
の
陶と
う
徴ち
ょ
う
し士

守
拙
躬
耕
心

然 

拙
を
守
り
て 

躬
き
ゅ
う
耕こ
う
し 
心 
あ
ん
然
た
る
を

秀　

作
神
漢
連
会
員

神
漢
連
会
員「
平
成
三
十
年
度
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会
」

「
平
成
三
十
年
度
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会
」で
活
躍
活
躍

令
和
元
年
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

　

詳
細
は
、グ
ー
グ
ル
等
で
各
大
会
を「
検
索
」。

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

● 

令
和
元
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
・
香
川
大
会

十
月
十
八
日　

高
松
市

詩
題　
「
道
・
路
・
径
に
か
か
わ
る
も
の
」、

自
由
題
も
可

応
募
完
了

● 

令
和
元
年
度
全
日
本
漢
詩
連
盟「
扶
桑
風
韻
」

漢
詩
大
会

自
由
題

応
募
期
間　

九
月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日　

応
募
資
格
は
全
漢
連
正
会
員
及
び
準
会
員

● 

第
二
十
二
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

十
二
月
八
日　

表
彰
式　
　

多
久
市

詩
題　
「
廟
、寺
、祠（
神
社
）」

応
募
締
切　

八
月
三
十
一
日

● 

第
四
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

十
二
月
七
日　

熊
本
市

自
由
題

応
募
完
了

● 

第
十
一
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 

十
一
月
十
六
日
・
十
七
日　
　

三
条
市

自
由
題　
　
　
　
　
　
　
　
　

応
募
期
間　

七
月
一
日
〜
八
月
三
十
一
日
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編
集
後
記 

　

令
和
に
な
っ
て
初
め
て
の「
神
漢
連
会
報
」を
お

届
け
し
ま
す
。

　

会
報
二
十
五
号
で
は
、新
元
号「
令
和
」に
因
み
二

つ
の
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
一
つ
は
岡
崎
前
会
長
か

ら「
平
成
は
漢
詩
と
と
も
に
あ
っ
た
」（
十
二
、十
三

頁
）と
い
う
、
平
成
を
振
り
返
っ
た
特
別
寄
稿
を
頂

い
た
こ
と
で
す
。
ま
た
来
春
は
令
和
初
の
賀
正
で
あ

り
、「
令
和
の
年
賀
状
に
漢
詩
を
載
せ
よ
う
」（
十
一

頁
）と
の
題
で
小
特
集
を
組
み
ま
し
た
。
年
賀
状
に

漢
詩
を
載
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
に
と
っ
て
、
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

五
月
二
十
九
日
の
総
会
後
の
市
川
桃
子
先
生
の

講
演
会「
李
白『
白
髪
三
千
丈
』」は
大
好
評
で
し
た
。

何
故
、「
白
髪
三
千
丈
」な
の
か
、
先
生
の
お
話
を

伺
っ
て
、
驚
い
た
り
、
な
る
ほ
ど
と
納
得
し
た
り
、

夜
の
懇
親
会
は
こ
の
話
で
持
ち
切
り
で
し
た
。
先
生

の
講
演
会
に
出
席
さ
れ
な
か
っ
た
方
は
、
本
誌
四
、

五
頁
で
そ
の
感
動
を
味
わ
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、「
会
員
だ
よ
り
」（
九
、十
頁
）な
ど
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
記
事
で
す
。お
楽
し
み
下
さ
い
。

　

本
誌
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
会
報
二
十
二
号（
平
成

三
十
年
一
月
）の
編
集
後
記
で
も
申
し
上
げ
た
よ
う

に
、「
会
報
で
し
か
神
漢
連
と
繋
が
っ
て
い
な
い
一

般
会
員
に
、
神
漢
連
会
員
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト

を
感
じ
、
今
後
神
漢
連
の
多
く
の
行
事
に
も
参
加
し

て
頂
け
る
よ
う
に
な
る
こ
と
」で
す
。
ど
う
ぞ
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
挿
絵
は
故
・
田
原
健
一
副
会
長
と
牛
山
知
彦

さ
ん
の
作
品
で
す
。 

（
香
取
和
之
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

今
年
の
行
事
予
定

● 
研
修
会

期　
　

日　

①
令
和
元
年
十
月
二
十
三
日（
水
）　

②
十
一
月
七
日（
木
）

　
　
　
　
　

③
十
一
月
十
二
日（
火
）（
予
備
日
）

時　
　

間　

午
後
一
時
〜
午
後
五
時

場　
　

所　

神
奈
川
近
代
文
学
館
中
会
議
室

参
加
申
込　

本
会
報
同
封
の
用
紙
を
ご
利
用
下
さ
い
。
尚
、
詩
稿
の
締
め
切
り
は
九
月
末
日
。

● 

吟
行
会

期　
　

日　

令
和
元
年
十
一
月
六
日（
水
）

場　
　

所　

大
磯　

鴫
立
庵
、
島
崎
藤
村
邸
、
大
内
館
他
。

会　
　

費　

三
五
〇
〇
円（
大
内
館
で
の
昼
食
込
）

参
加
申
込　

本
会
報
に
同
封
の
詳
細
案
内
を
参
照
下
さ
い
。

● 

漢
詩
講
演
会

期　
　

日 

令
和
元
年
十
一
月
十
三
日（
水
）

時　
　

間 

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

場　
　

所 

神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル

講
演
者
と
演
題 

横
浜
国
立
大
学
準
教
授 

高
芝
麻
子
先
生　
「
漢
詩
の
四
季　

日
本
の
四
季
」

参
加
申
込 

不
要
。
会
員
以
外
も
参
加
可
能
。
無
料
。

● 

台
湾
漢
詩
ツ
ア
ー

訪
問
先　

高
雄（
澄
清
湖
他
）、
台
南（
赤
嵌
樓
、
安
平
古
堡
、
孔
子
廟
）、
台
北（
故
宮
博
物
院
、

台
北
郊
外
観
光
他
）。
ま
た
台
湾
漢
詩
団
体
と
の
漢
詩
交
流
を
予
定
し
て
い
る
。

期　
　

日　

令
和
元
年
九
月
八
日（
日
）〜
十
一
日（
水
）

費　
　

用　

約
十
五
万
円（
税
込
）、
最
少
催
行
人
員
十
六
名
。

参
加
申
込　

六
月
末
で
一
応
締
め
切
っ
て
い
ま
す
が
、
高
津
事
務
局
長（
０
４
６

－

２
３
３

－

７
６
４
１
）に
ご
相
談
下
さ
い
。


